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渡辺 元 (東京E3エ大 ･農)
岸 久司 (岐阜大 ･迎合獣医)
地球規模で環境破壊が進行する今日､多くの野
生動物が歴史上類を見ない速皮で絶滅しつつある｡
中でも霊長類は､オランウータンやゴリラ､チン
パンジーなどの類人猿を始めとして､我々人類が
積極的に保護しなければならない種が多く､我国
の動物園に於いても計画的な増箔を積極的に展開
している.本研究は､動物に侵襲を加えること無
く生和枝能をモニターするために､尿中に排滑さ
れる各種ホルモンを利用することの有用性を検討
し､効率よい増殖に資する事を目的とする.
今年は､基礎体温の測定により排卵時期の判定
が容易なヒトの尿中黄体形成ホルモン (LH)濃
皮のラジオイッムノアッセイ (RIA)法による測
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